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は じ め に 

長崎県の本土中央に位置する大村湾では海への

栄養蓄積進行にともなう水環境の悪化が問題となっ

ている。長崎県環境保健研究センターではアサリなど

の二枚貝を増やして漁獲することによって海から栄養

物質を取り上げることに取り組んでおり１，２）、2012 年

度からは大村競艇場横水路においてテストプラントと

して長さ 12 m×幅 1.5 m、厚さ 20 cm の規模の二枚

貝人工生息場（以下、生息場）を再生砂の覆砂により

造成し（図 1）２）、その中でアサリが持続的に生息可能

か検証するとともに、最大生息密度や底質環境の持

続性について調査している３，４）。本資料では造成から

3 年 6 ヶ月経過した生息場におけるアサリ出現状況お

よび底質状況について報告する。 

 

材 料 と 方 法 

【環境データの収集】 生息場における水温、塩分

についてはワイパー式メモリー水温・塩分計（JFE アド

バンテック製 ACTW-USB）を覆砂面と同じ高さとなる

ように生息場中央脇に設置して連続観測した。 

底質の調査は 2015 年 9 月と 2016 年 1 月に実施し

た。生息場およびその周辺、それぞれ 3 ケ所から、口

径 35 mm のアクリルパイプを用いて深さ 10 cm までの

底質を 1 回ずつ採取し、エリアごとに 3 サンプルを合

わせ入れて 1 試料とした。試料は冷凍保存した後、中

央粒径、泥分率、強熱減量の測定に供した。 

【底生生物の採集】 底生生物調査は底質調査と

同時に 2015 年 9 月と 2016 年 1 月に行った。生息場

内と生息場周辺において、底面に方形枠（16.5 cm×

22.5 cm）を置き、枠内の底質を深さ 10cm 程度まで採

取した後、目合 1 mm のネットを用いて篩い、残ったも

のを試料として‐20℃で冷凍保存した。試料は生息場

および周辺、それぞれ 3 ケ所から 1 回ずつ採取した。

試料は解凍した後、生物群ごとにソーティングすると

ともに、形態学的分類手法によって可能な限り種まで

分類した。さらに出現種ごとに個体数を計数するとと

もに、アサリについては殻長と殻付湿重量を最大 30

個体まで計測した。 

 

結 果 と 考 察 

【水温 と塩 分】  観測 期間中 、生息場 の水温 は

2015 年度は 2.7～34.6 ℃の範囲であった（図 2）。最

高水温は、猛暑だった 2013 年度の 35.9 ℃よりは低

かったものの、2015 年 8 月 3 日～11 日にかけては終

日 30 ℃以上を記録した。 

生息場の塩分は 2015 年度は 3.1～32.5 の範囲で

あり、過年と同様に概ね 31 程度で推移した。低い塩

分値は大量降雨（降雪）にともなう雨水の大量流入に

よるものであるが、生息場底面は大村湾の平均潮位

（50cm）から－50cm の深さにあることから、低塩分状

態は潮汐によって 1 日以内に回復した。 

 図 1．生息場 横断面概略図 
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【底  質】 2012 年 8 月以降、底質については中

央粒径および泥分率は、生息場ではそれぞれ 1.0～

1.2 mm、および 2.1～7.8%での範囲あったのに対して、

周辺では<0.075～0.11 mm および 46.1～69.2%の範

囲であった（図 3）。また、強熱減量は生息場では 1.4

～1.9%、周辺では 10.3～12.2%であった。生息場の

底質は昨年と比較して泥分率が上昇したものの、造

成後 3 年 6 ヶ月時点でアサリの生息適性範囲内であ

った。 

【出現種】 底生生物の出現状況を表 1 に示す。造

成以降、出現種類数は生息場では 15 種類から 29 種

類の範囲で推移したのに対して、周辺では 8 種類か

ら 28 種類の範囲であった。出現種類数は生息場およ

び周辺ともに生息環境が最も悪化すると思われる 9

月から 10 月に行われた観測で低い傾向が見られ、周

辺でより顕著であった。 

出現個体数に着目すると、2015 年度は生息場で

は 2658 個体/m2 および 1912 個体/m2 であったのに対

して、周辺では 248 個体/m2 および 278 個体/m2 であ

り、過年と同様に、生息場の出現個体数は周辺よりも

高い傾向が見られた。 

【アサリ出現状況】 生息場および周辺におけるア

サリ出現密度の推移を図 4 に示す。生息場における

アサリ出現密度は造成した翌年、2013 年 2 月に 263

個体/ｍ2 を観測した後、同年 9 月に 37 個体/m2 まで

減少した。その後、出現密度は徐々に増加し、2015

年 1 月には 144 個体/m2 となったものの、同年 9 月に 

  図 2．生息場における水温と塩分の季節変化 
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  図 3．生息場および周辺の底質の推移 

図 4．生息場および周辺におけるアサリ出現密度の推移。縦線は標準偏差を示す。 
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36 個体/m2 に減少し、2016 年 1 月は 45 個体/m2 であ

った。周辺からは 2013 年 2 月に 7 個体/m2 出現して

以降、2016 年 1 月に至るまで全く出現していない。 

2014 年 1 月のアサリ出現密度が前年同時期と比べ

て大幅に低いのは、殻長 5 mm 未満のアサリの加入

が少なかったからである（図 5）。大村湾ではアサリの

産卵盛期は主に夏期と考えられるが１）、2013 年は非

常な猛暑に見舞われ、7 月中旬から 8 月にかけての

生息場の水温は斃死するアサリが観察され始める

35 ℃以上にしばしば達した（図 2）。加えて、魚介類

に有害な植物プランクトンである渦鞭毛藻カレニア ミ

キモトイ（Karenia mikimotoi）の赤潮が観察されたこと

から、2013 年 9 月から 2014 年 9 月におけるアサリ出

現密度の減少は、これらの要因によって大村湾内の

アサリ産卵個体群が疲弊したとともに、アサリ稚貝の

生残が悪かったことによると考えられる３）。 

2016 年 1 月のアサリ殻長組成を見ると、2014 年 1

月の殻長組成と同様に殻長 5 mm 未満の個体の加

入が 2013 年 2 月と比較して明らかに少ない（図 5）。

生息場の底質はアサリの生息適性範囲内にあること

から（図 3）、加入個体の減少には主に底質以外の要

因が影響したと思われる。 

殻長 5 mm 未満の個体が生れたと考えられる 2015

年の夏期は 30 ℃以上の高水温が続いたことから（図

2）、2013 年と同様にアサリ産卵個体群が疲弊したとと

もにアサリ稚貝の生残が悪かった可能性がある。 

その他、底質などのサンプリング時に、生息場底面

直上を数匹のアカエイ稚魚が遊泳しているのが観察

された。生息場では腐食した土留板の破損によって

砂が流出し（図 6）、一部で砂下に敷いたカキ殻片が

露出するなど砂厚が薄くなっていることから、アサリが

深く潜れずに捕食されやすくなっている可能性がある。

今後、生息場の維持管理に関する手法の検討に加

えて、アカエイ対策の検討も必要と考えられる。 
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図 5．生息場および周辺におけるアサリ殻長組成

の推移 

図 6．2016 年 1 月 6 日現在の生息場の状況。写真

上：腐食した土留板の破損に伴う砂の流出（矢印

部分）。写真下：表層の砂の流出によって露出した

カキ殻片（円内）。 
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